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第 10 回通常総会を開催しました 

 2026年 6月 14日(日)、特定非営利活動法人消費者市民サポートちば（以後「サポ・ちば」 (愛

称)）の第 10回通常総会を千葉県弁護士会館で開催しました。 

 今年度もオンラインでの傍聴を併用したハイブリッド形式

で開催しました。 

総会には、正会員１１４会員（個人１０３会員、団体１１会員）

のうち７１会員（本人出席３３会員、委任状出席５会員、書面

表決書による出席３３会員）が出席し、成立要件の正会員数の

３分の１を上回って成立しました。 

◆理事長あいさつ 

拝師徳彦理事長から会員の皆様にむけて、２０２５年度の活

動に対する協力への感謝と２６年度の抱負などの挨拶が 

ありました。 

◆審議事項 

◎第１号議案 ２０２５年度事業報告および決算書承認の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年度は、申入れ活動を進めながら「千葉県消費者団体ネットワーク強化・活性化

事業」（千葉市・富里市・柏市）と消費者庁の受託事業に取り組みつつ、財政基盤の拡充を図

りました。 

２０２５年度の申し入れ活動の状況は、情報提供 50 件、検討事案 10 件、問い合わせ事案

3 件、申し入れ事案 6 件、差止請求 0 件、終了 3 件でした。 

◎第２号議案 役員補充選任の件 

 定款第 16条による現役員の任期満了に伴い、理事 16名、監事 2名の提案がありました。 

拝師徳彦 理事長 

申入れ活動の報告をする、 

井原真吾検討委員長(理事) 

第１号議案 ２０２５年度事業報告と 

決算書を説明する尼崎英之理事 



発足当初より副理事長を務め、今期で理

事を退任された前野春枝さんに花束を

贈呈し、挨拶をいただきました 

◆審議結果 

  理事の説明提案の後に、１号、２号議案についてそれぞれ採決を行い、両議案とも賛成多数

で承認されました。 

◆報告事項「２０２６年度事業計画および活動予算書」 

 議決後に、理事会で確認された「２０２６年度事業計画および活動予算書」について報告、

説明しました。 

 

 

 

 

 

 

新たにに選任された理事・監事の皆さん 



第 10 回通常総会記念講演会「ほんとにお得？悪質事業者に 

だまされないための正しい『情報』の見分け方」を開催しました 

 
 2026 年 6 月 14 日(日)、特定非営利活動法人消費者市民サポートちばの第 10 回通常総会に先

立って記念講演会を千葉県弁護士会館で開催し、会場に 35 人、オンラインで 20 人の合計 55 人

が参加しました。 

 講師は法政大学社会学部大学心理学部メデ

ィア社会学科藤代裕之学教授にお願いしまし

た。以下は講演の要旨です。 

 現在、選挙や災害時などでのインターネット

上の偽・誤情報の拡散や情報の信頼性が問題と

なり、消費者教育としてリテラシー（本当に正

しく信頼できるものを見極める力）向上が求め

られています。しかし「正しい情報」を見分け

ることは AI の登場で極めて困難です。プラッ

トフォーマー（Google や Amazon などのインタ

ーネット事業者）はトランプ政権に接近し偽・

誤情報対策を極端に後退させています。またイ

ンターネットの普及により誰もが発信者であ

り、誰もが広告主となることが可能となり、新

聞やテレビ、広告代理店により積み上げられて

きた知見や規範は崩壊しました。リテラシー教

育の推進は、テクノロジーを使いこなせずに

「だまされる人はリテラシーが足りない」とい

う自己責任論に帰着することにすらなりかねま

せん。リテラシーだけでは解決しない状況とな

っている現在、SNS 上の情報を過信せずに災害

や選挙といった社会的に重要なテーマでは参考

にしない、邪悪なプラットホームはできるだけ

使わない、信頼性の高いニュースメディアを参考にするという対処が必要だと説明されました。

最後に消費者団体に対し、例えば生乳 100％の牛乳のパック上部にあるユニバーサルデザインの

切欠きや自動車の自動車安全性能ファイブスター賞のように「誰もが安心して利用できるよう、

酒・たばこのような依存性の高い嗜好品と同様に、こういうことがインターネットの情報に必要

だ、邪悪なプラットフォーマーや守っていない人たちは買わない・使わないという消費者運動を

一緒になって進めていきましょう」との問題提起がありました。 

参加者からは「とても興味深いお話でした。勉強になりました」「世代間の SNS,AIとの認識の

違いがプラットホームの陰謀とも言えると言う見解が、マスコミを良く理解されている先生から

の講演で納得してしまいました」「プラットフォームの課題を感じました」などの感想がありま

した。 

 

講師プロフィール藤代裕之（ふじしろひろゆき） 

法政⼤学社会学部メディア社会学科教授 

編著に『フェイクニュースの⽣態系』⻘⼸社、『ネ

ットメディア覇権戦争 -偽ニュースはなぜ⽣まれ

たか-』光⽂社、『アフターソーシャルメディア 多

すぎる情報といかに付き合うか』⽇経 BP など 


